
     

  

 

（単位：千円）

科　目 金　額 科　目 金　額

（資産の部） （負債の部）

流動資産 18,079,694 流動負債 13,022,180

現金及び預金 12,665,856 買掛金 977,527

受取手形 500 工事未払金 4,328,576

売掛金 153,347 完成工事未払金 420,836

完成工事未収入金 26,788 未払費用 615,472

商品 23,960 未払金 932,103

原材料 175,162 未払法人税等 1,097,448

貯蔵品 65,671 未成工事受入金 3,229,062

未成工事支出金 2,398,523 前受金 22,759

未成分譲事業支出金 499,878 預り金 713,578

販売用不動産 1,560,386 社員預り金 81,846

前払金 330 仮受金 6,599

前払費用 219,176 賞与引当金 596,373

短期貸付金 100,000

未収入金 163,711 固定負債 2,956,946

短期保証金 170 長期借入金 259,888

立替金 25,915 預り保証金 287

その他流動資産 6,343 役員退職慰労引当金 724,270

貸倒引当金 △ 6,020 退職給付引当金 1,366,045

完成工事補償引当金 393,659

固定資産 6,769,462 資産除去債務 212,797

　有形固定資産 3,543,415

建物 2,213,931

構築物 13,929

機械装置 353,979

車両運搬具 47,968

工具器具備品 51,805

土地 731,991 負債合計 15,979,125

建設仮勘定 129,513 （純資産の部）

一括償却資産 297 株主資本 8,870,052

その他有形固定資産 0 資本金 93,140

　無形固定資産 138,325 資本剰余金 355,436

商標権 1,791 利益剰余金 8,421,476

ソフトウェア 122,557

電話加入権 4,466 その他の包括利益累計額 △ 20

その他無形固定資産 9,512 その他有価証券評価差額金 △ 20

　投資その他の資産 3,087,723

投資有価証券 188,098

出資金 340

長期前払費用 191,442

繰延税金資産 1,446,408

長期営業外未収入金 37,400

敷金 158,395

会員権 700

長期保証金 1,064,940 純資産合計 8,870,031

資産合計 24,849,157 負債・純資産合計 24,849,157

連　結　貸　借　対　照　表
（令和３年２月28日現在）



     

連 結 注 記 表 

 

（連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等） 

1.連結の範囲に関する事項 

連結子会社の数 ５社 

㈱アキュラホーム埼玉中央、㈱アキュラホーム東京中央、㈱アキュラホーム埼玉西 

㈱ハウスロジコム、㈱オカザキホーム 

 

2.連結子会社の事業年度等に関する事項 

連結子会社の決算日は全て２月２８日です。 

 

3.会計方針に関する事項 

1. 資産の評価基準及び評価方法 

(ア) 有価証券 

（１） その他有価証券 

時価のあるもの：決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入 法

により処理し、売却原価は移動平均法により算定） 

時価のないもの：移動平均法に基づく原価法 

 

(イ) 棚卸資産 

（１） 商品・原材料 

移動平均法による原価法（連結貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法により算定） 

（２） 貯蔵品 

最終仕入原価法（連結貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの

方法により算定） 

（３） 販売用不動産・未成工事支出金・未成分譲事業支出金 

個別法による原価法（連結貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下

げの方法により算定） 

 

２．固定資産の減価償却の方法 

(ア) 有形固定資産（リース資産を除く） 

 建物（建物附属設備を除く）並びに平成28年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物

については定額法、その他の有形固定資産については定率法を採用しております。 

 

(イ) 無形固定資産（リース資産を除く） 

 定額法（ただし、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に

基づく定額法を採用しております。） 

 

(ウ) リース資産 

 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産については、リース期間を耐用年数

とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。なお、リース取引開始日が平成21年１月

31日以前のリース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を採用してお

ります。 



     

 

３．引当金の計上基準 

(ア) 貸倒引当金    債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、 

貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収 

不能見込額を計上しております。 

(イ) 賞与引当金    従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額のうち、 

当連結会計年度に負担すべき額を計上しております。 

(ウ) 役員退職慰労引当金  役員の退職慰労金の支給に充てるため、内規に基づく連結会計年 

度末現在の要支給額を計上しております。 

(エ) 完成工事補償引当金  完成工事に係る定期点検及び瑕疵担保の費用に備えるため、過去一定期間 

の実績を基礎に将来の補償見込額を計上しております。 

 

４．退職給付に係る会計処理 

① 退職給付見込額の期間帰属方法 

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方

法については、期間定額基準によっております。 

② 数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法 

 数理計算上の差異及び過去勤務費用は、発生した連結会計年度に一括処理しております。 

 

５．収益及び費用の計上基準 

完成工事高及び完成工事原価の計上基準 

① 当連結会計年度までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事 

 工事進行基準（工事の進捗率の見積もりは原価比例法） 

② その他の工事 

 工事完成基準 

 

６．消費税等の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。 

 

（追加情報） 

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

    「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年3月28日） 

       を当連結会計年度から適用しております。 

 

（連結貸借対照表に関する注記） 

1. 担保に供している資産及び担保に係る債務 

「特定住宅瑕疵担保責任の履行の確保等に関する法律」に基づき、「投資有価証券」に計上 

     している国債300,000千円を住宅瑕疵担保保証金として、東京法務局に供託しております。 

2. 有形固定資産の減価償却累計額                3,602,132千円 

3. 保証債務 

住宅ローンを利用する購入者についての金融機関に対する債務保証 

           794,150千円 

 


